
①地上爲眞測量用圓化機械

　　約6倍に蹟大した窮貢面上で1100

　rnmのt一ダーの騙衝な測定を行い
　得る。　　・．．研究者　丸安隆和一一

②小型試験溶銑纏による酸素製
　　鎖法z》貿験

　　溶銑憾湯溜中の溶銑に直接室氣又

　は酸素を吹込む。

　　26年度から試瞼溶鑛櫨への適用に

　進んでいる。

　　　　　一研究者金森九鄭一

中 試 研究の 介

　颪接工業に役立つ研究とするためには，賢瞼室での研究成

果をさらに一歩二歩推し進めて，實用に供し得る段階まて行

わなければならない。生研中間試駿部の研究とLて昭和25年

度に販り上げた研究は12件で，その中のあるものぱ本誌上に

獲表されている。　（本誌3頁「實用化への諸研究」滲照）

③ブラウン管型時計歩度測定測置

　　1分以内で供試時計の1日に1秒の誤差を

　明示する。

　　　　　一研究者　調木　昇・尾上守決一

A部確大



⑤

標準寸法による住宅 t

解説　　池　　辺　　　　陽　（本文54頁参照）

0

①　二の住宅は標準単位とし亡基本軍位を

使用して試作1，　t’二試作住宅第3號て．｝｝る。

②　試作住宅弟3顕の台所　作業面高さは

75cm，［1］は62．5じm，窓の大きさは50cm

v75cm，⊥邪棚は37．5cm　t75cm．天一Jl：

高さは2m，大）1二に見える梁の閤隔は37．5

cmである。

③，④　試作住宅第4號　1階居間は1．5m

＞1．75mの引1『，害齋部分は75cmへ750m

の窓，2階は75clm　50cmの窓ブ見える．、

75cm・・50cmの窓は2段に重ねても使用す

るt，性は1．5m聞隔に建てられている，t

⑤　窓膿理の一例　1、5mx75cmの窓が2

階に取レ）れ．中央κ25cmのはめ殺し部分

がつくられているn窓きhに机をおく場合

などに使用する。（試作住宅第41謝


	sk003010001.pdf
	sk003010002

